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各種会合（Web参加含む）110件に参加
しました。国会見学は3件の訪問を受け
ました。昨年10月の衆議院議員総選挙
では各地に16件の応援、訪問に駆け付
けました。
また党の広報局長としてニコニコ動画
や党のYouTubeチャンネルに出演、機
関紙｢国民民主プレス」を編集しました｡

ガソリン価格の高騰を何とかして！
今後EVの充電スタンドは足りるの？一生懸命働いてるのに給料が上がらない。一生懸命働いてるのに給料が上がらない。コロナで給料が減り家賃が払えない。女性がもっと働きやすい社会に。女性がもっと働きやすい社会に。子供を産みたいけど生活費が苦しい。
カーボンニュートラルの実現に向けて必要なことは？

カーボンニュートラルの実現に向けて必要なことは？

コロナでまた医療が
逼迫しないか心配。

若い世代の声をもっと政治に。若い世代の声をもっと政治に。 若い世代の声をもっと政治に。
子供を預
ける場所が
なく働け
　ない。

教育格差を            無くしてほしい。
コロナでまた学校に行
けなくなったらどうしよう。 もっと女性が

     政治に参加できる社会を。親の介護と学業の両立が大変。

将来、ちゃんと年金はもらえるの？
コロナで明日の食費もままならない。

自動車産業は
 どう変化するの？

       自動車のEV化で
進学したいけど
学費   が。

 生活が苦しいので消費税を下げてほしい。

  自動車の税
金が高すぎる。

男性なので
 育児休暇が
取り      にくい。

半導体不足はいつ
         まで続くの？卒業後も奨学金の返済で苦しい。

食料自給率が低い日本はこれから大丈夫？

-connect
皆様と国会をつなぐ、いそざき哲史の
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皆
さ
ん
の
不
安
や

不
満
を
解
消
す
る
た
め

『
対
決
よ
り
解
決
』

の
姿
勢
で
政
策
を
提
案

し
続
け
ま
す
！

哲史のTETSU学

ガソリン価格高騰の打開策！!
「トリガー条項」とは？ いそざき哲史公式 YouTube チャンネル公式Webサイト 公式SNS i-connect

データ版

皆さんの代表として国会で
のリアルな論戦を配信中！

いそざき
議員も司会で
出演している
国民民主党
公式YouTube
Go! Go!

こくみんライブ
配信中!!

　

第
四
次
産
業
革
命
と
形
容

さ
れ
る
時
代
に
突
入
し
、自
動

車
産
業
に
お
い
て
は
Ｃ
Ａ
Ｓ

Ｅ
、Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
な
る
用
語
が
頻
繁

に
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
、１
０
０
年
に
一
度
の
変
革

期
を
迎
え
て
い
る
と
云
わ
れ

始
め
た
の
は
つ
い
最
近
の
こ
と

で
す
。そ
こ
に
、自
動
車
の
走

行
だ
け
で
な
く
製
造
か
ら
廃

棄
に
至
る
ま
で
の
全
過
程
に

お
い
て
脱
炭
素
化
が
求
め
ら

れ
る
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

が
、大
き
な
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

と
し
て
重
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
は

我
が
国
自
動
車
産
業
だ
け
で

な
く
、世
界
中
の
自
動
車
産
業

に
と
っ
て
も
手
に
余
る
大
き
な

課
題
に
な
っ
て
お
り
、も
は
や

企
業
の
自
助
努
力
だ
け
で
は

克
服
で
き
な
い
領
域
に
入
っ

て
き
ま
し
た
。

　

各
国
・
地
域
に
お
い
て
は
、

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
と
い

う
共
通
の
目
標
を
掲
げ
な
が

ら
、今
後
発
展
す
る
新
た
な
市

場
経
済
で
優
位
に
立
と
う
と

す
る
動
き
が
見
て
取
れ
ま
す
。

技
術
面
や
税
制
、国
際
ル
ー
ル

づ
く
り
な
ど
国
家
的
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
と
も
考
え
ら
れ
る
手
厚

い
政
府
支
援
が
施
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、我
が
国
に
お
い
て

も
今
後
、企
業
と
政
府
が
強
く

結
び
付
き
合
い
な
が
ら
、熾
烈

な
国
際
競
争
に
立
ち
向
か
っ
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

既
に
各
国
が
大
き
な
方
針

を
定
め
、具
体
的
な
行
動
に
移

行
し
て
い
る
現
状
、様
々
な
技

術
面
や
環
境
面
で
の
困
難
を

克
服
す
る
に
は
、限
ら
れ
た
時

間
と
資
源
の
中
で
、我
が
国
に

も
選
択
と
集
中
が
求
め
ら
れ

る
と
考
え
ま
す
。

　

そ
の
際
に
は
、自
分
た
ち
の

強
み
を
活
か
す
こ
と
と
併
せ

て
、グ
ロ
ー
バ
ル
に
事
業
を
展

開
し
て
い
こ
う
と
す
る
限
り

は
、日
本
市
場
を
大
切
に
し
な

が
ら
も
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
化
し
な
い

様
、自
動
車
需
要
の
95
％
を
占

め
る
海
外
市
場
が
ど
こ
に
向

か
お
う
と
し
て
い
る
の
か
を

良
く
見
極
め
る
こ
と
が
大
切

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

こ
の
大
変
革
期
に

ど
う
立
ち
向
か
う
か
？

│
自
動
車
産
業
に
お
け
る
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
つ
い
て
│

全
国
の
皆
さ
ん
か
ら
特
に

多
く
質
問
を
い
た
だ
く

「
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
」

に
つ
い
て
、い
ま
私
が
思
う

こ
と
を
お
話
し
し
ま
す
。

参
議
院
議
員

最新の活動状況を
発信中です!



トリガー条項とは、ガソリンの平均小売価格が1ℓあたり160円を
3カ月連続で超えた場合に、上乗せ分を含むガソリン税の特例税
率を停止し、本則税率を適用することによって税金を25.1円/ℓ
（軽油は17.1円/ℓ）引き下げる措置です。民主党政権時の2010
年に導入されましたが、2011年から東日本大震災の復興財源確
保を名目に適用が凍結されています。

トリガー条項の凍結解除に対して、自民党は「ガソリンの買い控え
や、その反動による流通の混乱、国・地方の財政への多大な影響
などの問題から凍結解除は適当でない」と否定的で、政府は、「ガ
ソリン価格が170円/ℓを超えた分について、石油元売り会社に補
助金を出す形で最大5円の範囲内で補塡する」という制度を出し
てきました。補填額が少なく基準も厳しい上に、事業者が小売価
格を下げる確証はないので効果も不明です。しかも政府は、政策
の目的を価格の引き下げではなく、価格急騰の抑制としています。

特に地方の人にとっては、ガソリンは
生活必需品で買い控えるものではな
く、その価格高騰は家計に直結した問
題です。ガソリンには「暫定税率（現
在は当分の間税率）」と言いながら何
十年も高税率がかかったままです。ト
リガー条項は、ガソリン価格が高騰し
たときに税金を下げられるようにし
た既にある法律なので、国民民主党
は凍結解除するよう他党を巻き込ん
で一緒に法案を提出しており、今後も
実現に向けて活動していきます。

哲史の
TETSU学

経済の回復と
国民の生活を

守るためには
小出しの政策

ではなく大胆
な政策が必要

昨年の衆議院議員総選挙期間中に、
『トリガー条項の凍結解除』を急遽公約に
追加したところ、皆さんから多くの反響が
ありました。今回はこのトリガー条項をTETSU学します。

今こそ
トリガー条項の凍結を解除すべきだ!

トリガー条項とは

議
員
活
動
報
告

航
空
連
合 

国
民
民
主
党
本
部

要
請
ヒ
ア
リ
ン
グ

8
月
18
日
、8
月
19
日
に
は

観
光
庁
、国
土
交
通
省
、内

閣
官
房
、厚
生
労
働
省
へ
の

要
請
に
も
同
行
。

ま
た
、以
降
断
続
的
に
サ
ー

ビ
ス
連
合
、J
E
C
連
合
、

J
R
連
合
、指
定
都
市
市
長

会
、日
私
教
、公
務
労
協
、国

税
労
組
、自
治
労
な
ど
各
種

団
体
か
ら
の
要
請
ヒ
ア
リ

ン
グ
に
参
加
。

8月18日

国
民
民
主
党 

公
約
検
討
委
員
会・

広
報
企
画
チ
ー
ム

合
同
会
議

衆
院
選
に
向
け
た
公
約
策

定
、W
e
b
広
報
や
政
策
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
作
成
の
本
格
化

に
向
け
た
合
同
会
議
に
出

席
。以
降
、両
会
議
体
に
属
す

る
立
場
と
し
て
断
続
的
に
議

論
に
参
加
、と
り
ま
と
め
。

2021年
8月2日

国
民
民
主
党 

新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
対
策
本
部

閉
会
中
も
断
続
的
に
開
催
さ
れ
、新

型
コ
ロ
ナ
の
感
染
状
況
や
ワ
ク
チ
ン

接
種
状
況
、政
府
対
応
を
ヒ
ア
リ
ン

グ
し
、党
と
し
て
の
対
策
案
の
実
施

を
政
府
に
要
望
。

8月24日

第
2
0
5
回

臨
時
国
会
開
会

衆
参
両
院
の
本
会
議
で
首

班
指
名
選
挙
が
実
施
さ
れ
、

第
1
0
0
代
内
閣
総
理
大

臣
に
岸
田
文
雄
衆
議
院
議

員
が
選
出
さ
れ
、岸
田
内
閣

が
発
足
。

10月4日

第
2
0
6
回

特
別
国
会 

開
会

衆
参
両
院
の
本
会
議
で
首
班
指
名

選
挙
が
実
施
さ
れ
、第
1
0
1
代
内

閣
総
理
大
臣
に
岸
田
文
雄
衆
議
院

議
員
が
選
出
さ
れ
、第
2
次
岸
田
内

閣
が
発
足
。

11月10日

第
2
0
7
回

臨
時
国
会 

開
会

内
閣
委
員
会
理
事
、予
算
委
員
会
委

員（
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
理
事
）、政
府
開

発
援
助（
O
D
A
）等
特
別
委
員
会

委
員
に
就
任
。

12月6日

国
民
民
主
党

政
調
第
2
部
会

通
常
国
会
に
引
き
続
き
、政

務
調
査
会
の
第
2
部
会
長

と
し
て
会
議
を
開
催
し
、法

案
等
を
審
議
。12
月
14
日
も

部
会
を
開
催
。

12月8日

公
職
選
挙
法

改
正
案 

提
出

5
月
に
提
出
し
た
、参
議
院
議
員
の

定
数
を
6
議
席
減
ら
し
、比
例
代

表
の「
特
別
枠
」制
度
を
廃
止
す
る

内
容
の
法
案
を
、日
本
維
新
の
会
と

共
同
で
再
提
出
。そ
の
他
に
も
、短

い
会
期
の
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
、党

と
し
て
６
本
の
法
案
を
提
出
。

12月16日

国
民
民
主
党

東
京
都
連 

臨
時
大
会

東
京
都
連
会
長
に
就
任
。

12月21日

Go
！
Go
！

こ
く
み
ん
ラ
イ
ブ

衆
院
選
最
終
日
の
10
月
30

日
に
放
映
し
た
ス
ペ
シ
ャ
ル

版
に
続
き
、国
民
民
主
党
の

広
報
局
長
と
し
て
、原
則
週

1
回
開
催
し
て
い
る
党
の

オ
ン
ラ
イ
ン
ラ
イ
ブ
に
出

演
。当
日
は
玉
木
雄
一
郎
代

表
、大
塚
耕
平
代
表
代
行
と

共
に
、衆
議
院
総
選
挙
の
振

り
返
り
。12
月
9
日
、16
日

に
も
オ
ン
ラ
イ
ン
ラ
イ
ブ

を
実
施
。

11月18日

第
49
回
衆
議
院

議
員
総
選
挙

国
民
民
主
党
の
衆
議
院
議

員
数
は
8
名
か
ら
11
名
に

増
加
。

10
月
19
日
の
公
示
日
に
党

の
広
報
局
長
に
就
任
。

10月19日
～31日

予
算
委
員
会

18
歳
以
下
10
万
円
給
付
の

手
法
の
問
題
が
大
き
く
取

り
上
げ
ら
れ
た
、2
0
2
1

年
度
補
正
予
算
案
を
審
議
。

補
正
予
算
案
は
12
月
20
日

の
参
議
院
本
会
議
に
て
賛

成
多
数
で
可
決
、成
立
。

12月16日
～20日

第
2
0
5
回

臨
時
国
会
閉
会・

衆
議
院
解
散

10月14日

第
2
0
6
回

特
別
国
会 

閉
会

11月12日

第
2
0
7
回

臨
時
国
会 

閉
会

12月21日

詳しい
政策内容は
こちらから

多
く
の
皆
さ
ん
に
注
目
い
た
だ
い
た

　
　
　
　「
家
計
第
一」の
政
策

「
政
策
の
5
本
柱
」

コ
ロ
ナ
三
策

「
積
極

財
政
」

に
転
換

「
人
づ

く
り
」

こ
そ
国
づ
く
り

国
民
と
国
土
を

「
危
機
か

ら
守
る
」

「
正
直
な

政
治
」

を
つ
ら
ぬ
く

「
給
料
が

上
が
る

経
済
」

を
実
現

昨
年
10
月
31
日
に
行
わ
れ
た
衆
議
院
議
員
総
選
挙
に
お
い
て
、国
民
民
主
党
は
議
席
数
を
8
議
席
か
ら
11
議
席
に

伸
ば
し
ま
し
た
。こ
れ
は
多
く
の
皆
さ
ん
か
ら「
政
策
が
わ
か
り
や
す
い
」、「
経
済
政
策
が
良
い
」と
、政
策
の
内
容

に
対
し
て
支
持
を
い
た
だ
い
た
結
果
だ
と
思
い
ま
す
。今
回
は
そ
の
政
策
内
容
の
ポ
イ
ン
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

「
豊
か
な
人
間
社
会
の
回
復
の
た

め
に
」、科
学
的
知
見
に
基
づ
い
た

現
実
的
な
対
策
を
提
案
し
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
か
ら
立
ち
直
ろ
う
と
す
る
今

こ
そ
、積
極
財
政
に
転
換
し
経
済
・
社
会

を
動
か
す
と
き
で
す
。消
費
や
投
資
を

活
性
化
し
、需
要
が
供
給
を
上
回
る
状

態
に
す
る
こ
と
で
、労
働
需
要
が
好
転

し
賃
金
が
上
昇
す
る「
高
圧
経
済
」を

実
現
し
ま
す
。一
律
10
万
円
現
金
給
付
、

消
費
税
減
税（
10
↓
5
%
）ほ
か
、「
家

計
第
一
」の
50
兆
円
の
緊
急
経
済
対
策
を

含
め
、今
後
10
年
間
で
合
計
1
5
0
兆

円
を
新
た
に
投
資
し
ま
す
。

日
本
の
教
育
機
関
へ
の
公
的
支
出
割
合

は
、O
E
C
D
加
盟
国
の
中
で
最
低
レ

ベ
ル
で
す
。天
然
資
源
の
な
い
日
本
に
と

っ
て
最
大
の
資
源
は
人
材
で
す
。人
づ

く
り
を
国
の
最
重
点
政
策
と
し
て
取
り

組
み
、教
育
国
債
の
発
行
で
教
育
や
科

学
技
術
の
予
算
を
倍
増
し
、幼
稚
園・保

育
園
か
ら
高
校
ま
で
の
教
育
無
償
化
を

実
現
し
ま
す
。ま
た
大
人
の
学
び
直
し

（
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
、リ
ス
キ
リ
ン
グ
教

育
）も
支
援
し
ま
す
。

感
染
症
や
自
然
災
害
、食
糧
危
機
や
激

変
す
る
安
全
保
障
環
境
な
ど
、様
々
な

危
機
を「
想
定
外
」
と
す
る
こ
と
な
く
、

「
農
業
者
戸
別
所
得
補
償
制
度
」の
再

構
築
、防
災
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
、海
上
保

安
庁
の
巡
視
船
の
質
的
、量
的
強
化
な

ど
を
進
め
、自
律
的
な
安
全
保
障
体
制

を
目
指
し
ま
す
。

1「
見
つ
け
る
」

検
査
の
拡
充

だ
れ
で
も
無
料
で
簡
単
に
ウ
イ

ル
ス
検
査
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に

し
早
期
に「
見
つ
け
る
」。

2「
抑
え
る
」

感
染
拡
大
の
防
止

飲
み
薬
を
含
む
治
療
薬
と
国
産

ワ
ク
チ
ン
の
開
発
を
強
化
し
感

染
を「
抑
え
る
」。

3「
動
か
す
」

経
済・社
会
活
動
と
の
両
立

検
査
陰
性
や
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
証

明
す
る
デ
ジ
タ
ル
健
康
証
明
書
も

活
用
し
て
、経
済
を「
動
か
す
」。

こ
の
三
つ
の
策
を
、ス
ピ
ー
ド
感
を

も
っ
て
実
行
し
、一
日
も
早
く
普
通
の

生
活
を
取
り
戻
し
ま
す
。

日
本
に
欠
け
て
い
る
も
の
は「
政
治
へ
の

信
頼
」で
す
。徹
底
し
た
情
報
公
開
に
よ

る「
正
直
な
政
治
」、多
様
な
声
を
反
映

す
る「
偏
ら
な
い
政
治
」、一
歩
一
歩
改
革・

改
善
を
進
め
る「
現
実
的
な
政
治
」の

3
点
セ
ッ
ト
で
信
頼
を
取
り
戻
さ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

先
進
国
の
中
で
日
本
だ
け
が
、25
年
間

に
わ
た
っ
て
実
質
賃
金
が
下
が
り
続
け

て
い
ま
す
。こ
の
賃
金
デ
フ
レ
を
脱
却

し
、「
給
料
が
上
が
る
経
済
」に
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。名
目
賃
金
上
昇
率

が
4
％
程
度
に
達
す
る
ま
で
金
融
緩
和

と
財
政
出
動
を
継
続
し
、分
厚
い
中
間

層
を
復
活
さ
せ
る「
令
和
の
好
循
環
」

を
つ
く
り
ま
す
。

応
援
で
全
国
を
回
っ
た
際
に
、多

く
の
皆
さ
ん
に
ビ
ラ
よ
り
冊
子

型
の
政
策
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
受
け

取
っ
て
い
た
だ
き
、主
張
し
て
き

た「
政
策
重
視
」が
伝
わ
っ
て
い

る
と
実
感
し
ま
し
た
。応
援
し
て

い
た
だ
い
た
方
々
の
期
待
に
応

え
ら
れ
る
よ
う
、こ
れ
か
ら
も

「
対
決
よ
り
解
決
」の
ス
タ
ン
ス

を
崩
さ
ず
、皆
さ
ん
の
声
を
し
っ

か
り
と
国
会
で
訴
え
続
け
て
い

き
ま
す
。

選挙期間中でも必要
な政策を公約に追加!
フットワークの軽さも
国民民主党の強み！！

積極財政に転換
したアメリカは景
気の急速な回復
を実現している!

昨年の国会で
も菅前総理に
人材育成の重
要性を訴えた!

橋や道路、
ダムなどの
インフラの
更新も!

｢自分の国は自分で
守る」との理念に
基づき、国民と国
土を守り抜く!

現実的なコロ
ナ対策で閉塞
感の漂う日本
を「動かす」

公文書などが簡
単に改ざんでき
ない制度に!

与野党の政策
論争を国会の
場に取り戻す!

「給料を上げる」ではなく
「給料が上がる」環境を
作ることがポイント!

ア
ゲ

ア
ゲ
！

給
料

停
滞
し
た

日
本
を

動
か
す

国
民
民
主
党

が
提
案
す
る

国
民
の
皆
さ
ん
の
立
場
に
立
っ
た「
家
計
第
一
」の「
政
策
の
5
本
柱
」を
提
案
し
ま
し
た
。

経済を回すの
も企業を支え
るのも「人」

ご
期
待

く
だ
さ
い
！


